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大規模イベントにおける車いす利用者向けの混雑情報を追加した

バリアフリー情報提示の提案と評価 
 

阿部裕文 1 伊藤達明 1 小長井俊介 1 市川裕介 1 
 

概要：我々は新型コロナウィルス感染症(COVID-19)の蔓延により，車いす利用者等の移動制約者に，混雑という外出
に対する新たな心理的障壁が発生したことを車いす利用者へのヒアリングによって示し，本障壁を低減するために通
常のバリアフリー情報に加え，混雑情報を提供することを提案する．  
 本発表では，まず従来のバリアフリールート案内についての取り組みについて述べた後，COVID-19 によって車い
す利用者の外出に対する心理的障壁がどのように変化したかを述べ，その変化に対応するための方法として，バリア
フリー情報に追加する形での混雑情報提示方法について提案する．提案手法を大規模スポーツイベントにて評価した

結果，混雑情報の提供によって車いす利用者の混雑による外出に対する心理的障壁を低減できたことが示唆された． 
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Proposal and evaluation of barrier-free information presentation 
with added congestion information for wheelchair users at large-scale 

events 
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Abstract: We show through interviews with wheelchair users that the spread of the new coronavirus infection (COVID-19) has 
created a new psychological barrier to going out, namely congestion, for people with limited mobility, such as wheelchair users.  
 In order to reduce this barrier, we propose to provide congestion information in addition to normal barrier-free information. The 
proposed method was applied to a large-scale sporting event. As a result of evaluating the proposed method at a large-scale sporting 
event, it was suggested that the provision of congestion information reduced the psychological barriers for wheelchair users to go 
out due to congestion. 
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1. はじめに   

超高齢化社会に向け，高齢者や障がい者などの移動を支

援するバリアフリー施策の充実が急務となっている．我々

は，障がい者や高齢者など車いす利用者や，ベビーカーと

一緒に移動する家族など，移動に制約のある方の安心・便

利な移動を，情報技術によりサポートすることをコンセプ

トとする研究開発を推進してきた[1][2]． 

その取り組みの一つとして，我々は車いす・ベビーカー

利用者向けの，道路の路面状態や，多目的トイレ，エレベ

ータなどのバリアフリー情報を，高精度かつ低コストで収

集する住民参加型バリアフリー情報収集技術 MaPiece を開

発した[3]．バリアフリー情報を本稿では「移動に制約を与

える物理的な障壁の有無および移動の妨げに程度に関する

情報」と定義する．MaPiece は，全国のバリアフリー情報

の収集イベントにて活用，多くのバリアフリー情報を収集

し，2019 年ラグビーワールドカップ日本大会でのバリアフ
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リー地図製作に活用した他，その成果は G 空間情報センタ

ーにオープンデータとして掲載し，一般にも公開されてい

る[4]． 

一方で，2019 年に発生した新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）の急速な感染拡大に伴い，人々が密集する場

所への滞在は感染リスクが高まる要因となることから，混

雑が外出に対する新たな心理的障壁となった[5]．特に車い

す利用者は COVID-19 の蔓延前より車いすを他人に接触さ

せないように注意深く運転しなくてはならない，目線が低

いため，見通しが効かない等の理由で混雑に対しては多少

の心理的障壁があったと考えられる．以上の状況により

我々は，車いす利用者にとって，混雑は移動に対する避け

るべき新たなバリアになると仮説を立て，バリアフリー情

報として混雑情報を提示することを提案する． 

本稿では，2 章においてバリアフリー情報の収集・提示

に関する先行研究について述べ，3 章～5 章にて車いす利

用者へのヒアリングにより我々の立てた仮説の確認，およ

Coroporation. 
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びこれを解消するためのバリアフリー情報として，最適な

混雑情報の提示方法について述べる．6 章～9 章でその実

装と COVID-19 蔓延下でバリアフリー情報を提供したこと

による車いす利用者の混雑に対する心理的障壁に影響を与

えたことの評価，考察について述べ，10 章で結論を述べる． 

2. 先行研究 

特定地域に限らず広範囲な場所のバリアフリー情報を

収集し，情報端末を通じて公開するために，多数の市民参

加による共同の取り組みが世界中で行われている[6]． 

例えば Linda ら[7]はイングランドのノーサンプトンにお

いてバリアフリー情報を収集し，収集した情報を GIS アプ

リケーション化，車いす利用者による評価を実施し，その

有効性を示した． 

また Silvia ら[8]はクラウドソーシングとクラウドセンシ

ングを活用してデータを収集し，都市環境のアクセシビリ

ティに関する詳細な地理情報を取得，その情報を元に市民

にパーソナライズされたアクセシブルな道案内を提供する

プロトタイプを開発し，ユーザ評価を行った． 

日本においても森本ら [9] がバリアフリー情報を

OpenStreetMap 上に表示する試みを行っている． 

一方，混雑リスクの注意喚起を促すことを目的としたも

のとして佐藤ら[10]の取り組みがある．佐藤らはイベント

会場内の混雑情報を可視化することにより警備員の動的配

置等の実現を目指したが，一般参加者が混雑を避けること

を目的としておらず，提供される混雑情報が混雑を回避す

るためという用途は考慮していない． 

このようにバリアフリー情報を収集し，車いす利用者

に提供する試み，混雑情報を提供する試みは様々あるが，

COVID-19 の感染拡大に起因する車いす利用者の混雑によ

る外出に対する心理的障壁について論じ，その解消につい

て扱うものはまだ無い．  

3. 混雑による外出に対する心理的障壁を低減

するバリアフリー情報提供手法の検討 

混雑による外出に対する心理的障壁を低減する方法と

して考えられるのは混雑を回避するための情報を提供する

ことである．混雑を回避するための情報として考えらえる

のは，混雑を避けるルート・時間に関する情報，もしくは

混雑そのものの情報である．但し混雑を避けるルート・時

間を決定する上でも混雑そのものの情報が必要となるため，

最も重要なのは混雑そのものの情報を適切な形で提供する

ことである．そこで混雑情報として提供する情報を決定す

るにあたり，まず混雑を避ける手段の軸を時間と空間の２

軸で論じる． 

A) 混雑を避ける時間帯に行動する（時間軸方向の行動変

化） 

B) 混雑を避けるルートを歩行する（空間軸方向の行動変

化） 

C) 上記の組み合わせ 

 A)時間軸方向の行動変化のユースケースとしては，外出

時，混雑の始まる時間より早く会場に到着する，帰宅時，

混雑が終わるまで会場に留まり，混雑が解消してから帰宅

のための移動を開始すること等が考えられる． 

 B)空間軸方向の行動変化のユースケースとしては外出

時・帰宅時，混雑するルートを避け，空いているルートを

選んで回り道して移動すること等が考えられる． 

 C)時間軸方向と空間軸方向の組み合わせの行動変化のユ

ースケースとしては，近隣の喫茶店や物産展などへ寄り道

を行うことで時間，ルートの両方をずらすこと等が考えら

れる． 

 また上記 A)B)C)のユースケースより，車いす利用者が混

雑情報を確認するタイミングは以下の３通りに整理できる． 

(ア) 外出の事前に自宅で情報を収集する 

(イ) 当日の往路，移動予定ルートの情報を確認する 

(ウ) 当日の復路，移動予定ルートの情報を確認する 

また移動経路上で混雑が発生する箇所は以下の①～⑥

に整理できる．  

① 自宅～自宅最寄り駅ルート（徒歩，バス等公共交通機

関ルート） 

② 自宅最寄り駅 

③ 自宅最寄り駅～会場最寄駅ルート（鉄道区間） 

④ 会場最寄駅 

⑤ 会場最寄駅～会場（徒歩区間） 

⑥ 会場 

但し混雑発生個所としてサービス上で提供することが

適切なのは①～③のサービス利用者個別の情報ではなく，

④～⑥の共通的情報である．これら④～⑥の発生個所を

(ア)事前(イ)往路)(ウ)復路の閲覧タイミングと，混雑を避け

る手段A)時間B)空間C)組合せのマトリックス上に配置し，

混雑情報の表示パターンを表 1 に作成した． 

表 1 必要混雑情報の検討結果 

Table 1 Results of the study of necessary congestion information 

 タイミング 

 (ア)事前 (イ)往路 (ウ)復路 

A)時間 ④駅 

⑤徒歩区間 

⑥会場 

⑤徒歩区間 

⑥会場 

⑤徒歩区間 

④駅 

B)空間 ⑤徒歩区間 ⑤徒歩区間 ⑤徒歩区間 

C)組合せ ④駅 

⑤徒歩区間 

⑥会場 

⑤徒歩区間 

⑥会場 

⑤徒歩区間 

④駅 

 表 1 で示した混雑情報の表示パターンについて，どの情

報が車いす利用者に必要かヒアリング調査を通じて明らか

にした． 
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4. 必要混雑情報を明らかにするためのヒアリ

ング調査 

我々は COVID-19 蔓延による車いす利用者の混雑による

外出に対する心理的障壁についてヒアリングを通じて確認

し，その心理的障壁を低減するために，車いす利用者に提

供するバリアフリー情報に混雑情報を組み込み提供する手

法について検討した． 

4.1 実施概要 

 ヒアリング調査にあたり，5 名の車いす利用者に協力を

依頼した．参加者の属性は表 3 の通りである．ヒアリング

を開始するにあたり，まず COVID-19 の蔓延によって外出

に対する行動変化について伺った．その後表 1 を元に整理

した表 2 のタイミングとシーンに基づき混雑情報の必要

性について伺った．この時，提供混雑情報についてはヒア

リング参加者に具体的イメージを持ってもらうため利用可

能なサービスを元に表 4 のように定め，画面イメージ図 1

図 2 を作成した．ヒアリング形式は事前に表 2 及び図 1

図 2 の情報を示し，ビデオ会議にて全員が同席した上で一

人ずつヒアリングを実施した．ヒアリングでは表 2 の混雑

情報について「必要」「あれば便利」「不要」かどうかを，

また図 1 図 2 のうち，混雑情報の表示形式として分かり

やすいものを伺った．ただしヒアリング内容は他の参加者

も聴取可能で，後から自分のヒアリング結果を訂正するこ

とも可とした． 

全ての参加者はスマートフォンや PC 等の情報端末の操

作に精通し，外出前には外出先のバリアフリー情報を入念

に調べる習慣があった． 

  表 4 において観測期間は混雑情報を観測し，サービス

上で表示する期間，更新頻度は混雑情報が更新される頻度，

リアルタイムとのずれは表示する最新の混雑情報が現在時

刻からどの程度ずれるか，表示エリア（混雑計測単位）の

メッシュサイズは混雑を計測し表示する地域の大きさであ

る． 

表 2 混雑情報提示のタイミングとシーン 

Table 2 Timing and scene of congestion information 

presentation 

ID タイミング シーン 提示混雑情報 

1 事前 会場に向かう際の

ルートと混雑状況

確認 

・駅 

・徒歩区間 

・会場 

2 往路 会場までのルート

の混雑状況確認 

・徒歩区間 

・会場 

3 復路 会場最寄駅までの

ルートの混雑状況

を確認 

・徒歩区間 

・駅 

 

表 3 ヒアリング参加者のプロフィール 

Table 3 Profile of Hearing Participants 

 参加者 A 参加者 B 参加者 C 参加者 D 参加者 E 

年代 40 代 40 代 30 代 40 代 40 代 

使用車いす 自走用手動 自走用手動 自走用手動 自走用手動 自走用手動 

外出時の介助者

有無 

有り 無し 無し 無し 無し 

外出時交通手段 車メイン，駐車場

が無ければ電車 

車メイン，駐車場

が無ければ電車 

車メイン，駐車場

が無ければ電車 

車メイン，駐車場

が無ければ電車 

車メイン，駐車場

が無ければ電車 

イベントへの参

加頻度 

2～3 回 /年 (2020

年は 1 回) 

2～3 回/年 1 回/年 ２回/年 4～5 回/年 

2021 年スポーツ

観戦予定 

アーチェリー観

戦予定 

予定無し 予定無し 予定無し パラ水泳観戦予

定 

混雑情報サービ

ス利用経験 

カーナビ，google

マップ 

カーナビ カーナビ カーナビ，google

マップ 

カーナビ，google

マップ「 

表 4 混雑情報表示仕様 

Table 4 Congestion information display specification 

 サービス 観測期間 更新頻度 リアルタイムと

のずれ（予測の場

合は何時間先ま

で予測するか） 

表示エリア（混雑

計測単位）のメッ

シュサイズ 

駅混雑情報 
駅混雑予測技術[11] 過去 24 時間 10 分毎 現在～90 分未来 ポイント 

モバイル空間統計[12] 過去 24 時間 1 時間毎 1 時間前 500m メッシュ 
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ルートの混雑情報 モバイル空間統計 過去 24 時間 1 時間毎 1 時間前 500m メッシュ 

会場の混雑情報 
お買い物混雑マップ[13] 過去 7 日間 1 時間毎 1 時間前 ポイント 

モバイル空間統計 過去 24 時間 1 時間毎 1 時間前 500m メッシュ 

 

Figure 1 List of example of congestion information display at stations and venues 

図 1 駅及び会場の混雑情報表示例一覧 

 

 
Figure 2 List of xample of displaying congestion information for a route 

図 2 ルートの混雑情報表示例一覧 

 

5. ヒアリング結果 

ヒアリング結果を表 5 に示す．表 5 において，〇は絶対

必要，△はあれば便利，×は無くてもいいという意味であ

る． 

ヒアリングの中で，COVID-19 の蔓延によって屋外への外

出頻度が変化したかどうかについて伺った結果，いずれも

COVID-19 蔓延前は屋外のイベントに積極的参加していた

が，COVID-19 以降は外出自体を控える傾向にあるとの回

答だった．COVID-19 の蔓延によってイベント自体が取り

やめになったものも多いが，明確に混雑による感染リスク

を避けるために外出を控えるようになったと回答があった． 

 

表 5 ヒアリング結果 

Table 5 Hearing result 

 事前 往路 復路 
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 駅 ルート 会場 駅 ルート 会場 駅 ルート 会場 

A 〇 × △ × × 〇 〇 × × 

B 〇 × △ × × 〇 〇 × × 

C 〇 × △ × × × 〇 × × 

D △ × △ × × 〇 〇 × × 

E △ × △ × × × △ × × 

 駅の混雑情報については，事前と復路では絶対必要とい

う意見が過半数を占め，駅の混雑情報の必要性が高いこと

が判明した．但し往路では，出発してから目的地の変更は

行わない，すでに到着している駅の混雑情報は不要という

理由から全員が不要という回答になった． 

 ルートの混雑情報については，メッシュサイズの理想は

30m という意見が 1 件あり，メッシュサイズが 500m であ

れば混雑している場所が特定できないため，全員がいらな

いという回答であった．表 5 の事前・往路・復路それぞれ

のルート列の結果はこのことを反映している． 

 会場の混雑情報については当初は欲しいという議論だっ

たが，ほとんどのイベントでは車いす利用者向けに優先入

場口を用意するため不要ではという意見が上がると，他の

ヒアリング協力者も不要という意見に変更した． 

 以上のヒアリング内容により，提供する混雑情報は駅の

混雑情報のみあれば十分という結論になった． 

 また混雑情報のリアルタイムとのずれについては全ての

協力者が 5 分以内を要望した．但し，ずれが大きい場合は

過去の情報から現在および未来の状況を推測するという回

答が 1 件，ずれが大きければいらないという回答が 1 件あ

った． 

 図 2 の混雑情報表示例については，全てのユーザが②の

棒グラフ表示が一瞥して混雑状況を判断できること，見慣

れたインタフェースであることを理由に良いと回答した．  

6. 混雑情報表示設計 

 ヒアリングの結果と，混雑情報提供サービスの仕様（表 

4）を元に，混雑情報表示を表 6 のように設計した．また

混雑情報提供を含むバリアフリー情報提供サービスの画面

遷移概要を図 3 に示す． 

表 6 混雑情報表示仕様 

Table 6 Congestion information display specification 

混雑情報提供箇所 駅のみ提供 

混雑情報表示形態 棒グラフ（60 分単位の棒グラフ

と 10 分単位の棒グラフを切替

表示） 

観測期間 最低過去 24 時間分（但しデー

タを蓄積することにより，運用

期間中の全ての混雑情報を閲

覧可能） 

更新頻度 10 分単位 

リアルタイムとのず

れ 

現在を含め最大 90 分後までを

予測して表示 

 

 

Figure 3 Japan Walk Guide screen transition 

図 3 Japan Walk Guide 画面遷移 

 

混雑情報を実装したサービスは「Japan Walk Guide」[14]

という名称で一般にサービス提供を行った．本サービスは

公共交通の路線検索サービス（画面①～②）と会場周辺（ラ

ストマイル）のバリアフリー情報表示サービス（画面③～

⑤）から構成している．公共交通の路線検索は検索エンジ

ンに「らくらくおでかけネット」[15]を用いており検索時に

車いすを利用するかしないかを選択して検索することがで

きる．「車いすを利用する」を選ぶと車いす利用者に適した

ルート検索を行う．また駅構内図には車いす利用者が安心
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安全に通行可能なルート，アクセシブルルートを示した図

を表示し，鉄道区間全体の車いす利用者に適したルートを

表示する． 

 会場周辺のバリアフリー情報表示は，会場周辺の地図，

立ち入り制限区域，周辺道路の段差・勾配・幅員などのバ

リアフリー情報，車いす利用者に対応したトイレといった

従来のバリアフリー情報に加え，駅アイコンをクリックす

ることで会場最寄駅の混雑情報を表示できるようにした．

混雑情報は，ヒアリング結果の通り駅の混雑情報のみであ

る．駅の混雑情報表示で使用した技術は「駅混雑情報予測

技術」[11]である．混雑情報は標準で 60 分単位の棒グラフ

を表示し，画面下部の白いボタンで 10 分単位のグラフを

重畳表示する．60 分単位の情報は鉄道の運行時間を含む 4

時～27 時の範囲を一画面で表示し，混雑情報をわかりやす

く概観できるようにした．10 分単位のグラフは過去 150 分

～未来 90 分の混雑情報を表示し，直近の混雑情報を細か

く表示することで閲覧ユーザがより正確に直近の混雑情報

を確認出来るようにした． 

 以上のように，Japan Walk Guide は車いす利用者が自宅

からスポーツ観戦会場までの安心安全に通行可能なルート

を全体を通して確認すると共に，会場最寄駅の混雑情報詳

細を提示することで車いす利用者の外出前の行動計画立案，

往路，復路における混雑の回避に役立つことを目指した． 

7. 大規模スポーツイベントでの公開と評価 

 従来のバリアフリー情報に加え，新たなバリア情報とし

て混雑情報を追加したバリアフリールート案内サービス

Japan Walk Guide の運用評価を 2021 年 7 月～9 月に行われ

た大規模スポーツイベントにて行った． 

 評価概要は表 7 の通りである． 

 評価目的は混雑情報提供の有用性と車いす利用者の行動

への影響の確認であり，最終的に，混雑情報の提供によっ

て混雑による外出への心理的障壁を低減できたかどうかの

確認である．被験者は 5 名でプロフィールは表 8 の通りで

ある．被験者 D と被験者 E は表 3 の参加者 D，参加者 E

と同一人物である．全ての被験者は日常的にスマートフォ

ンや PC を使用しており，サービスの利用に問題は無かっ

た． 

評価期間は大規模スポーツイベントの開催期間中 8月 24

日から 9 月 5 日にかけて実際にスポーツイベントに外出し

て貰う想定で操作体験を実施して貰った．当該イベントは

COVID-19 の蔓延により原則として無観客開催であったが，

操作体験時は有観客と仮定して，任意の鉄道駅（例えば自

宅最寄駅）から大会会場への経路について調べて貰い，そ

の際に混雑情報を参考に行動を変更したか，公共交通機関

を利用することの不安を払拭できたか等をアンケートにて

回答して貰った．アンケート内容と結果を 8 章の表 9 に示

す． 

表 7 評価概要 

Table 7 Evaluation Outline 

評価目的 バリアフリー情報に混雑情報を追加したこ

との有用性，車いす利用者の行動への影響

の確認及び，混雑への心理的障壁を低減で

きたかどうかの確認 

被験者 5 名 

評価期間 2021 年 8 月 24 日～2021 年 9 月 17 日 

評価方法 1. 本サービスの操作体験 (2021/8/24 ～

2021/9/5) 

2. アンケート(2021/8/24～2021/9/5) 

3. ヒアリング(2021/9/13～2021/9/17) 

表 8 被験者プロフィール 

Table 8 Subject Profile 

 被験者 D 被験者 E 被験者 F 被験者 G 被験者 H 

年代 40 代 40 代 50 代 40 代 50 代 

性別 男性 男性 男性 男性 女性 

車いすの種類 自走用手動 自走用手動 自走用手動 自走用手動 自走用手動 

普段の交通手段 自家用車（本人運

転） 

自家用車（本人運

転） 

自家用車（本人運

転） 

自家用車（本人運

転） 

自家用車（本人運

転） 

電車の利用頻度

（COVID-19 禍以

前） 

1 回程度／年 2 回程度／年 0～1 回程度／年 4～5 回程度／月

（48～60 回程度

／年） 

10 回程度／年 

 

8. 評価結果 

  アンケート項目と各被験者の回答について表 10 に示

す．評点は 5 点満点とし，強い肯定を 5 点，強い否定を 1

点として計算した．設問 1，3，4，5 は「必要」「ある方が

よい」「どちらともいえない」「なくても良い」「不要」の 5

段階評価だが，設問 2 は「変更した」「変更する気にはなっ

たが変更はしなかった」「変更する気にならなかった」の 3

段階評価である．  
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表 9 アンケート項目及びアンケート結果 

Table 9 Questionnaire items and results 

No. 設問 D E F G H 

1 本アプリで提供している混雑情報に関する提供機能の必要

性について教えてください． 

4 3 5 5 1 

2 本アプリで提供している混雑情報に関する提供機能を閲覧

することによって，移動時間を変更したり，移動ルートを変

更する気になりましたか？ 

5 3 1 1 1 

3 本アプリで提供している混雑情報に関する情報は役に立ち

ましたか？ 

4 4 4 4 1 

4 混雑した状況下では感染症罹患リスクが高まる懸念があり

ますが，本アプリで提供している混雑に関する情報が提供さ

れることで，新型コロナを含む感染症の罹患リスクを低減で

きると感じましたか？ 

4 4 4 1 2 

5 本アプリをお使い頂くことによって，公共交通機関を利用す

ることの不安を払拭することができましたか？ 

4 4 2 2 1 

  

9. 考察 

 アンケート結果では， からわかるように，被験者 H は

混雑情報について全体的に否定的であった．理由をヒアリ

ングの結果「混んでいて当然の場所に出掛けるので，そこ

で混んでいる状況を今一度確認する事はしない．それによ

り予定を変更する事もしない」という事であった． 

 一方，被験者 D～G は混雑情報について概ね肯定的であ

り，設問１の混雑情報の必要性，設問 3 の混雑情報の有用

性についてはほぼ 4 以上をマークしていた．このことより，

被験者 D～G は混雑情報を必要かつ有用と考えており，こ

のことは被験者 D～G が混雑情報を行動の参考にする，ま

た混雑情報次第では行動を変化させる可能性があることを

示唆する． 

 設問 2 において，混雑情報の確認によって行動を変化さ

せるかを質問したところ，被験者 D は実際に行動を変化さ

せたと回答した．アンケートによればこの行動変化の理由

は「空いてる時間に行動したいから」であったが，この行

動変化は，行動変化により被験者 D の混雑による外出に対

する心理的障壁が低減するからである可能性が示唆される． 

 設問 4 の感染リスクの低減については，被験者 D，E，F

がまあまあ低減できるのではとの回答であった．この回答

は，混雑情報の提供によって，混雑による外出に対する心

理的障壁の原因を取り除ける可能性があることを示唆して

いる． 

 設問 5 の公共交通機関を利用することの不安の払拭につ

いては，被験者 D と E からはだいたい払拭出来たとの回答

であった．このことは混雑を避けることによって，公共交

通機関を利用した外出への心理的障壁を低減できる可能性

があることを示唆している． 

 以上の結果により，車いす利用者への混雑情報の提供は，

車いす利用者の混雑による外出に対する心理的障壁を低減

できる可能性があることが示唆される． 

  

10. 終わりに 

本稿では COVID-19 が蔓延した結果，人々に混雑による外

出に対する新たな心理的障壁が発生し，車いす利用者への

ヒアリングによりこの心理的障壁は車いす利用者はさらに

高いことを示した．我々は車いす利用者が安心安全に外出

するために，従来提供してきたバリアフリー情報に加え，

混雑情報を追加することを提案し実装，大規模スポーツイ

ベントにおいてその有効性を評価した． 

 評価の結果，車いす利用者は混雑情報を必要かつ有用と

感じており，混雑情報によって行動を変化させる可能性が

示唆された．このことは，混雑情報によって行動を変化さ

せることによって混雑による外出に対する心理的障壁が低

減する可能性があることを示唆する． 

 従って，車いす利用者は，混雑情報を提供することによ

って，COVID-19 の蔓延によって高まった混雑による外出

に対する心理的障壁を低減することが示唆される． 
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し上げます． 
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